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決算
公表

�10月号広報� 10月号広報

■
は
じ
め
に

■
歳
入

　
決
算
は
�
市
の
運
営
に
必
要
な
経
費

に
つ
い
て
�
市
に
入
�
た
お
金
︵
歳
入
︶

と
�
使
�
た
お
金
︵
歳
出
︶
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
�

　
安
曇
野
市
に
は
�
14
の
会
計
区
分
︵
表

１
参
照
︶
が
あ
り
ま
す
�
こ
れ
は
お
金

の
使
い
道
と
会
計
の
違
い
に
よ
る
も
の

で
す
�

　
今
回
は
�
他
市
町
村
と
の
財
政
状
況

の
比
較
に
も
用
い
ら
れ
る
﹁
普
通
会
計
﹂

に
よ
�
て
安
曇
野
市
の
決
算
状
況
︵
１

年
間
分
︶
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

　
歳
入
で
一
番
多
い
の

は
�
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
市
税

で
�
約
１
１
０
億
円
で
す
�

�
次
に
多
い
の
は
�
地
方

交
付
税
で
約
82
億
円
で

す
�
地
方
交
付
税
は
合
併

に
か
か
わ
る
臨
時
的
経

費
な
ど
が
特
別
交
付
税

と
し
て
交
付
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
�
昨
年
度
に

比
べ
５
億
７
千
万
円
�

７
・
５
％
の
大
き
な
伸

び
と
な
り
ま
し
た
�

　
こ
の
ほ
か
に
大
き
な
伸
び
を
示
し
た

の
は
�
国
庫
支
出
金
で
�
昨
年
度
に
比

べ
５
億
２
千
万
円
�
27
・
４
％
増
加
し

ま
し
た
�
こ
れ
は
�
市
と
な
�
た
こ
と

に
よ
り
�
生
活
保
護
費
�
児
童
扶
養
手

当
�
特
別
障
害
者
等
福
祉
手
当
支
給
事

務
な
ど
福
祉
施
策
を
新
た
に
担
う
こ
と

に
な
�
た
た
め
で
す
�

�
こ
の
よ
う
に
﹁
市
﹂
と
な
る
こ
と
に

よ
�
て
�
自
治
体
と
し
て
の
行
政
能
力

が
高
い
と
認
め
ら
れ
�
よ
り
多
く
の
行

政
事
務
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

　
人
件
費
が
昨
年
度
に
比
べ
２
億
円
余

り
減
少
と
な
り
ま
し
た
�
こ
れ
は
�
合

併
の
効
果
と
し
て
�
主
に
特
別
職
︵
町
村

長
・
議
会
議
員
等
︶
の
人
件
費
が
削
減

さ
れ
た
こ
と
の
表
れ
で
す
�
逆
に
物
件

費
が
８
億
９
千
万
円
ほ
ど
増
え
て
い
ま

す
�
合
併
に
よ
る
経
費
�
主
に
は
電
算
シ

ス
テ
ム
統
合
費
用
等
が
一
時
的
経
費
と

し
て
必
要
に
な
�
た
こ
と
が
理
由
で
す
�

　
平
成
17
年
度
安
曇
野
市
決
算
に
つ
い

て
は
�
監
査
委
員
か
ら
は
﹁
予
算
執
行

状
況
は
そ
の
目
的
に
沿
�
て
お
お
む
ね

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
﹂
と
の
意
見

が
付
さ
れ
て
い
ま
す
�
今
後
に
向
け
て

は
﹁
合
併
の
効
果
が
市
民
に
実
感
で
き

る
よ
う
�
高
い
視
点
と
広
い
視
野
を
持

�
て
市
政
運
営
を
行
う
こ
と
﹂
�﹁
効
率

的
な
予
算
配
分
�
行
政
改
革
意
識
の
醸

成
と
コ
ス
ト
意
識
を
さ
ら
に
強
め
る
こ

と
に
よ
り
経
費
節
減
を
図
り
�
市
政
の

発
展
と
住
民
福
祉
の
増
進
に
努
力
す
る

こ
と
﹂
と
期
待
を
込
め
た
総
括
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
�

�
安
曇
野
市
の
初
年
度
の
決
算
は
良
好

に
閉
じ
ら
れ
�
財
政
状
況
と
し
て
も
健

全
だ
と
言
え
ま
す
�

■
歳
出

■
監
査
結
果

※合併前の旧町村決算と安曇野市決算を合算し、統
 計処理を行った数値を用います。決算額とは一致
 しません。
※普通会計とは、市民税や地方交付税などを主な財
 源として、福祉、教育の充実や道路の整備などの主
 要事業に使われる最も大きく主要な「お財布」です。
 全国共通のとらえ方で、自治体の財政状況を分析
 する上で有効なものになります。一般会計および
 同和地区住宅資金等が相当します。

安曇野市の歳出決算は373億円余り、
10万人規模の自治体となったことにより、
一番大きな穂高町の決算の約３倍になりました。

平成17年度

平成17年度の市のお金の使い方

�「決算」がまとまりました。

�昨年度、市に入ったお金（歳入）は、

普通会計で、383億6,554万円。

�使ったお金（歳出）は、

�373億5,379万円でした。

※

※

歳入
383億6,554万円

歳出
373億5,379万円

市税
110億4,681万円

28.8％

利子割
交付金

6,600万円
0.2％

株式等譲渡
所得割交付金

3,431万円
0.1％

地方譲与税
9億3,933万円

2.4％

地方消費税交付金
9億1,081万円

2.4％

ゴルフ場利用税
交付金

5,325万円
0.1％

配当割
交付金

2,170万円
0.1％

自動車取得税
交付金

2億5,451万円
0.7％

地方特例
交付金

3億6,945万円
1.0％

地方交付税
81億9,723万円

21.4％

分担金・負担金
2億6,098万円

0.7％

手数料
1億7,966万円

0.5％使用料
9億7,866万円

2.6％

国庫支出金
24億957万円

6.3％

財産収入
1億9,535万円

0.5％

寄附金
2億6,700万円

0.7％

繰越金
12億3,974万円

3.2％

諸収入
14億9,142万円

3.9％

地方債
35億9,390万円

9.4％

繰入金
46億6,307万円

12.2％

交通安全対策
特別交付金
2,027万円

0.1％

都道府県
支出金

11億7,352万円
3.1％

災害復旧事業費
3億4,118万円

0.9％

普通建設事業費
80億9,429万円

21.7％

人件費
62億1,154万円

16.6％

扶助費
19億1,926万円

5.1％

公債費
41億7,731万円

11.2％

物件費
53億2,651万円

14.3％

繰出金
27億4,704万円

7.4％

積立金
34億5,800万円

9.3％

補助費等
44億4,533万円

11.9％

維持補修費
1億3,656万円

0.4％

投資・出資・貸付金
4億9,677万円

1.3％

表1 平成17年度 決算額

（単位：円）

会計名 歳入 歳出 差引残

一般会計
同和地区新築住宅貸付資金

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

市営保養施設特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

産業団地造成事業特別会計

上川手山林財産区特別会計

北の沢山林財産区特別会計

有明山林財産区特別会計

富士尾沢山林財産区特別会計

穂高山林財産区特別会計

22,794,570,902
14,032,928

4,560,847,301

5,064,076,441

3,087,204,141

34,276,108

5,133,358,843

169,924,520

20,496,734

798,303

361,292

537,825

809,775

594,369

21,791,297,786
5,560,491

4,183,207,276

5,064,076,441

3,083,584,866

29,950,917

5,036,024,654

167,978,805

20,493,798

295,880

314,570

73,448

183,295

281,692

1,003,273,116
8,472,437

377,640,025

0

3,619,275

4,325,191

97,334,189

1,945,715

2,936

502,423

46,722

464,377

626,480

312,677

普
通
会
計

特
別
会
計

財
産
区
会
計

表2 一般会計 合併前後の決算額合計表

（単位：円）

歳入 歳出 差引残

H17安曇野市決算
  合   計

  余剰相当額

H17年間決算

22,794,570,902
43,104,969,267

△ 4,564,643,328

38,540,325,939

21,791,297,786
37,537,052,823

37,537,052,823

1,003,273,116
5,567,916,444

△ 4,564,643,328

1,003,273,116

一
般
会
計
合
併
前
後
の

 
 
 
決
算
額
合
計
表

︵
年
間
は
旧
５
町
村
と
安
曇
野
市
の
合
算
︶
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市政トピックス

信
州
大
学
人
文
学
部
と

連
携
協
定
締
結

市
内
建
設
業
者
と

災
害
時
連
携
協
定
締
結

市内業者・大学・海外都市

キーワードは交流、連携
災害時の応援・大学との連携・海外都市との交流など

さまざまな分野での連携・交流が始まります。

　
市
は
�
信
州
大
学
人
文
学
部
︵
渡

辺
秀
夫
学
部
長
︶
と
文
化
・
教
育
・

学
術
の
分
野
で
連
携
協
力
す
る
協
定

書
の
調
印
式
を
10
月
４
日
�
市
内
で

行
い
ま
し
た
�

　
今
回
の
協
定
は
�
平
成
16
年
に
旧

穂
高
町
が
同
学
部
と
締
結
し
た
協
定

を
市
内
全
域
に
対
象
を
広
げ
て
�
よ

り
充
実
し
た
連
携
・
協
力
を
す
る
た

め
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
�
式
に
は
�

市
と
人
文
学
部
の
関
係
者
な
ど
約
30

人
が
出
席
�
平
林
市
長
と
渡
辺
学
部

長
が
協
定
書
に
署
名
を
し
た
ほ
か
�

穂
高
地
域
で
行
わ
れ
た
活
動
の
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
�
平
林
市
長

は
﹁
学
・
官
の
交
流
は
�
今
後
大
切

に
な
�
て
く
る
と
思
う
�
大
学
の
力

を
借
り
�
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
�

　
市
は
�
安
曇
野
市
建
設
業
災
害
対

策
協
議
会
︵
等
々
力
強
代
表
︶
と
９

月
28
日
�
﹁
災
害
時
に
お
け
る
応
急

対
策
を
行
う
た
め
の
応
援
に
関
す
る

協
定
書
﹂
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
�

　
こ
の
協
定
は
�
大
雨
や
台
風
な
ど

の
風
水
害
や
地
震
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
た
際
�
市
内
の
道
路
・
河
川
な

ど
の
施
設
の
応
急
復
旧
作
業
に
�
業

者
が
持
つ
建
設
資
機
材
の
提
供
と
会

員
の
派
遣
を
す
る
と
い
う
も
の
で
�

同
協
議
会
の
56
社
が
参
加
し
て
い
ま

す
�
ま
た
�
災
害
発
生
時
に
は
�
市

対
策
本
部
が
応
援
要
請
を
し
�
同
協

議
会
か
ら
豊
科
･
堀
金
地
域
�
穂
高

地
域
�
三
郷
地
域
�
明
科
地
域
の
連

絡
員
業
者
に
要
請
を
伝
え
�
会
員
業

者
に
連
絡
す
る
体
制
も
整
備
し
ま
し

た
�

　
調
印
後
�
平
林
市
長
は
﹁
災
害
の

発
生
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
�

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
重
要
�

こ
の
協
定
の
締
結
は
�
市
民
・
行
政

に
と
�
て
大
変
心
強
い
﹂
と
話
し
�

等
々
力
代
表
は
�
﹁
こ
れ
ま
で
も
災

害
の
と
き
に
�
協
力
を
行
�
て
き
た
が
�

協
定
の
締
結
に
よ
り
�
こ
れ
ま
で
以

上
に
協
力
が
で
き
る
�
会
員
が
一
丸

と
な
�
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂

と
話
し
ま
し
た
�

③「災害時における応急対策を行うための応

援に関する協定書」。④調印後、固い握手を

交わす等々力代表（写真左）と市長（写真右）。

①シュテーガー町長とクラムザッハ役場内のチ

ロル州自治体章の前で。②前町長アウサーホ

ーファー氏（写真中央）を交えて、今後につい

て話し合う。③役場内で行政スタッフと懇談。

④公園で遊ぶ子どもたちと。⑤有志グループ

で作るブラスバンド隊の歓迎演奏。⑥州都イ

ンスブルックのツァッハ市長と面談。

　
旧
豊
科
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
た
オ
�
ス
ト
リ
ア
の
チ

ロ
ル
州
に
あ
る
ク
ラ
ム
ザ
�
ハ
を

表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
�

　
シ
�
テ
�
ガ
�
町
長
�
ア
ウ
サ

�
ホ
�
フ
�
�
前
町
長
�
シ
�
�

ラ
�
友
好
協
会
長
と
の
会
談
の
中
で
�

20
年
に
わ
た
る
交
流
を
安
曇
野
市

で
も
継
続
す
る
こ
と
�
交
流
の
内

容
に
つ
い
て
も
見
直
す
こ
と
な
ど

話
し
合
い
ま
し
た
�
今
ま
で
の
実

績
も
あ
り
�
ク
ラ
ム
ザ
�
ハ
の
皆

さ
ん
は
極
め
て
友
好
的
で
あ
り
�

安
曇
野
市
お
よ
び
日
本
に
対
し
て

親
近
感
が
大
変
強
く
�
今
後
は
文

化
的
交
流
�
青
少
年
交
流
を
柱
に

し
た
い
旨
�
ま
た
�
両
自
治
体
の

連
携
の
上
に
立
�
た
市
民
交
流
を

と
い
う
提
案
が
あ
り
�
同
意
を
い

た
し
ま
し
た
�
さ
ら
に
来
年
４
�

５
月
ご
ろ
ク
ラ
ム
ザ
�
ハ
か
ら
町

長
さ
ん
を
含
め
た
親
善
団
の
訪
問

を
い
た
だ
き
�
安
曇
野
市
と
の
姉

妹
提
携
の
調
印
式
を
行
う
こ
と
も

合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
�

　
旧
豊
科
町
の
ク
ラ
ム
ザ
�
ハ
と

の
交
流
に
か
か
わ
�
て
い
た
だ
い

た
方
々
を
中
心
に
�
全
市
か
ら
市

民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
募
り
�
市

を
挙
げ
て
温
か
い
歓
迎
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
始
め
ま
す
�
特
に

ド
イ
ツ
語
�
英
語
の
日
常
会
話
程

度
の
通
訳
を
担
�
て
い
た
だ
け
る

方
の
積
極
的
な
参
加
を
今
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
�

　
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ
る
イ
ン

ス
ブ
ル
�
ク
市
も
訪
れ
�
大
変
ご

多
忙
の
中
�
ヒ
ル
デ
・
ツ
�
�
ハ

市
長
と
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
�
精
力
的
で
親
し
み
あ
ふ
れ

る
女
性
市
長
で
�
ク
ラ
ム
ザ
�
ハ

と
の
交
流
の
お
力
添
え
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
�

　
近
郊
の
町
や
村
に
も
立
ち
寄
り

ま
し
た
が
�
チ
ロ
ル
は
ス
イ
ス
同

様
ど
の
自
治
体
で
も
観
光
が
基
幹

産
業
で
あ
り
�
自
然
環
境
を
大
切

に
し
た
そ
の
美
し
さ
は
素
晴
ら
し
く
�

す
べ
て
の
住
民
が
こ
れ
に
か
か
わ

�
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
�

　
次
回
�
ス
イ
ス
の
サ
�
ス
フ
�

�
訪
問
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
�

オ
ー
ス
ト
リ
ア   

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
を
訪
ね
て

安
曇
野
市
長  

平
林 

伊
三
郎

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

①平成16年、旧穂高町で結んだ協定内容
　を市として結び直し、さらに連携を深める。

②市章と信州大学のシンボルマーク。
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再生の美に挑む

　市内の小学校の運動会が9月16日、各地で

開催されました。

　市内一のマンモス校である三郷小学校（児

童数1,193人）では、時折小雨がぱらつく中、

一部競技の順番を入れ替えるなどして競技

が行われました。

　秋雨前線や台風の影響などで天候が悪い

日が多く、校庭での全体練習などがなかなか

できずに心配されましたが、本番ではそんな

ことを感じさせない、元気いっぱいの表現、

競技を見せてくれました。

　市内の民間非営利団体（ＮＰＯ）の情報交

換などを行う交流会が9月28日、初めて開催

されました。

　現在、市内には24団体があり、この日は、15

団体の代表者が参加しました。各団体は、福祉・

まちづくり・子ども（子育て）・環境など、多様

な分野で活動しています。　

　この日は、団体の紹介や情報交換が行われ

ました。参加者は、交流会終了後もお互いの

活動や連携について意見交換をするなど、熱

心に交流を深めていました。

　三郷小倉にある知的障害者更正施設「アルプス

学園」の池上猛さんはこのほど、長野県障害者文化

芸術祭作品展の手芸部門で、最優秀賞（県知事賞）

を受賞しました。

　受賞したのは、裂き織りの壁掛けで、114点の出

展がある中から選ばれました。
 裂き織りは、小谷

村などに伝わる織物で、役目を終えた古布を細か

く裂き、機織り機にかけて作られます。
 池上さん

は、20年以上機織りを続ける熟練者。
 自ら色や布

の風合いを選定し、1日30㌢くらいのペースでゆ
っくりと丁寧に紡ぎました。









　池上さんをはじめ、学園生が制作した裂き織りは、

碌山美術館で販売されています。

　敬老の日の高齢者祝賀事業として平林市長が9月

12日、市内の男女最高齢者の小林達郎さん（102歳）

と二木すみ江さん（103歳）をそれぞれ訪問し、祝い

品を手渡しました。

　市内最高齢者となった二木すみ江さんは、平林市

長から祝い品を手渡されると「ありがとうございま

す」と笑顔で応えていました。

　このほか市では、本年度88歳を迎える男女308人

と100歳を迎える男女14人に祝い品を贈り、長寿を

お祝いしました。

　穂高神社の伝統行事である｢御船祭り」が

9月26日・27日に行われました。（左写真上）

　27日の本祭りでは、穂高区と穂高町区、

等々力町区がそれぞれ制作した子ども船

３隻と大人船２隻が神楽殿の周りを巡り

ました。祭りの見せ場である大人船のぶつ

かり合いが始まると、その勇壮な激突に観

客からは歓声と拍手が起こっていました。

　御船祭りは、海運を司り、海に親しんで

いた安曇族の祖神（おやがみ）である海神

を穂高神社の祭神として祭ったことから

始まったとされる説もあります。

　9月23日には、豊科重柳神社のお祭りも

行われ、地区内を鮮やかな色の布で飾られ

た船が練り歩きました。（左写真：右下、左下）

　多文化共生フェステバルが10月１日、

穂高会館で開かれました。

　この催しは、市内などに住む外国人と交

流を深めるため開かれたもので、中国の文

化をテーマにした会場と、世界各国が集う

会場に分かれて開催されました。

　中国文化の会場では、ギョーザ作りの

実演や中国菓子の試食ができる展示コー

ナーが並び、ステージでは、中国東北地方

の田植え踊り、多文化共生国のダンスや民

族楽器の演奏などが披露されました。　

　実行委員会会長の中村隆宣さんは、「イベ

ントを通じて、それぞれの国際交流団体に

充実感があったと思う。これからも１つに

連携してやっていければ」と話してくれま

した。

　この日は、市内外から約1,000人が会場

を訪れ、異国の文化を身近に感じていまし

た。

県障害者文化芸術祭で池上さんが最優秀賞

市内最高齢者は二木さん
9/12��市内最高齢者などに祝い品伝達

国籍・文化の違いを越え
10/1��多文化共生フェステバル

秋空に歓声響く
9/16��市内小学校運動会

市内ＮＰＯが初顔合わせ
9/28��安曇野市ＮＰＯ交流会

海のない安曇野に「船」
9/23・27��市内秋祭り



�診療所を支える
 スタッフの皆さんと。
 「どうぞ何でも
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唯
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﹂
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ロ
ン
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・
イ
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相
談
診
療
に
力
を
上
原 

由
美
子
さ
ん
︵
42
歳
・
松
本
市
在
住
︶

や
は
り
最
後
に
は
、受
診
者
自
身
が
行
動
し
な
い
と
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
体
と
相
談
し
、時
に
は
、仕
事
量
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

う
え



は
ら
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こ

�
勤
務
初
日
の
様
子
。
患
者
の
話
を
丁
寧
に
聞
く
。

�� 10月号広報 ��10月号広報

　
信
州
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、静
岡
県
の
富

士
市
立
中
央
病
院
、千
曲
中
央
病
院
な
ど
を
経

て
、こ
の
10
月
か
ら
三
郷
小
倉
の
小
倉
診
療
所
に

勤
務
し
て
い
る
上
原
由
美
子
さ
ん
。
新
し
い
任
地

で
の
仕
事
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

―
小
倉
診
療
所
に
赴
任
し
た
理
由
は
？

　
こ
の
９
月
ま
で
千
曲
中
央
病
院
の
健
康
管
理

セ
ン
タ
�
で
�
主
に
健
康
診
断
や
人
間
ド
�
ク

な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
�
年
間
８
�
０
０

０
人
ほ
ど
の
診
断
を
し
て
き
ま
し
た
�
こ
の
仕

事
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
が
�
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
�
受
診
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
の
関

係
が
一
方
通
行
で
�
私
自
身
が
深
く
考
え
る
こ

と
を
し
な
く
な
�
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
し
た
�
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
�

き
め
細
か
く
対
応
し
�
治
療
に
対
し
て
も
一
緒

に
な
�
て
考
え
る
時
間
が
と
れ
る
よ
う
な
仕
事

に
戻
り
た
い
と
考
え
始
め
た
と
き
�
こ
の
話
を

伺
い
�お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
�

―
多
く
の
健
康
診
断
の
問
診
を
さ
れ
て
き
て
、

　
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
集
団
検
診
と
言
う
と
軽
く
見
て
い
る
人
も
い

ま
す
が
�
生
活
習
慣
病
の
チ
�
�
ク
に
は
大
変

有
効
で
す
�
ま
た
�
残
念
な
こ
と
で
す
が
�
健
康

診
断
な
ど
を
受
け
�
ぱ
な
し
と
い
う
人
も
大
勢

い
ら
�
し
�
い
ま
す
�
問
題
は
そ
の
結
果
を
ご

本
人
が
ど
う
と
ら
え
る
か
で
す
�
や
は
り
最
後

は
�
ご
自
分
で
行
動
し
な
い

と
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
�

　
以
前
�
健
康
診
断
で
喫
煙

の
こ
と
を
指
摘
し
た
年
配
の

男
性
か
ら
﹁
先
生
の
せ
い
で

タ
バ
コ
を
や
め
た
﹂
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
�

前
年
の
診
断
時
�
私
が
よ
ほ

ど
気
に
障
る
言
い
方
を
し
た

の
か
�
そ
の
男
性
は
�
受
診
の

帰
り
道
に
�
持
�
て
い
た
タ

バ
コ
を
投
げ
捨
て
て
�
そ
れ

以
来
吸
�
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
�
ち
�
�
と
複
雑

な
気
分
で
し
た
が
�
と
り
あ
え
ず
や
め
ら
れ
て

良
か
�
た
で
す
ね
�
と
お
互
い
に
笑
い
な
が
ら

お
話
し
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
�

　
そ
ん
な
こ
と
も
あ
れ
ば
�
毎
年
同
じ
よ
う
な

お
話
を
し
て
�
問
題
点
の
指
摘
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
も
�
全
く
何
も
し
て
い
た
だ
け
な
い
と

い
う
受
診
者
も
い
ま
す
�
こ
ん
な
場
合
は
�
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
考
え
て
し
ま
い
ま
す
し
�
悲
し

く
も
な
り
ま
す
�

―
ご
自
身
も
体
を
壊
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

　
す
が
。

　
数
年
前
�
過
労
に
よ
り
�
消
化
器
系
の
病
に
か

か
�
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
�
そ
れ
以
来
�
食
事
は

特
に
気
を
つ
け
て
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
�

休
養
も
十
分
に
取
る
こ
と
の
大
切
さ
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

　
皆
さ
ん
も
仕
事
が
大
変
に
な
る
と
�
体
が

不
調
を
訴
え
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
�

私
の
よ
う
に
消
化
器
系
に
き
た
り
�
心
臓
だ

�
た
り
�
そ
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
�
人
間

ど
こ
か
に
は
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
�
そ

こ
に
悪
い
症
状
が
現
れ
ま
す
�
ご
自
分
の
体

と
相
談
し
�
時
に
は
�
仕
事
量
の
コ
ン
ト
ロ
�

ル
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
�
体
を
壊
し
て

は
何
も
で
き
ま
せ
ん
�

―
地
域
の
皆
さ
ん
に
一
言

　
医
師
も
い
ろ
い
ろ
で
�
や
り
方
も
そ
れ
ぞ

れ
で
す
�
私
は
問
診
に
時
間
を
か
け
る
タ
イ

プ
で
す
�
ど
う
ぞ
何
で
も
お
聞
き
く
だ
さ
い
�

お
話
を
伺
う
中
で
見
え
て
く
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
�
特
に
始
め
の
こ
ろ
は
時
間
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
�
診
療
所

も
限
ら
れ
た
機
材
の
中
で
の
診
療
と
な
り
ま

す
か
ら
�
相
談
診
療
を
中
心
に
と
考
え
て
い

ま
す
�

10
月
２
日
か
ら
診
療
が
始
ま
�
て
い
ま
す
�

診
察
日
　
月
・
水
・
金
の
週
３
日

診
察
時
間
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午

　
　
　
　
　
夏
　
午
後
２
時
30
分
か
ら
６
時

　
　
　
　
　
冬
　
午
後
２
時
か
ら
５
時
30
分



図書館

豊科公民館和室

穂高会館講義室

 

三郷公民館児童室

堀金図書館児童

コーナー

 

 

明科図書館

おはなしコーナー

おはなし

たんぽぽ

おはなし

としょかん

 

ポケットの会

おはなしの

へや

 

 

おはなしの会

催し 開催日 時間 場所 電話

 菊花展

 盆栽展

 芸能発表会

 華道展

 茶会

 短歌会

 俳句会

 豊科地域生涯学習フェスティバル開会セレモニー

 茶会

 美術・書道・一般作品展示

 交流広場・ふれあい商店街

 美術館無料開放

 安曇野日赤活動報告会

 AZUMINO STYLE 2006

 マナビーズ広場

 児童生徒ものづくり展

 文化祭　総合美術展

 文化祭　芸能まつり

 梅川尚茂　木の家具展

 チャリティー茶会とコンサート

 AZUMINO STYLE 2006

 

 

 

 菊花展

 

 芸能発表会

 文化祭（作品展示）

 芸能祭

 まどいの広場

 駅伝大会

 作品展示

 芸能発表会

期間中、午前9時30分と午後2時30分からの
2回穂高地域の埋蔵文化財や鐘の鳴る丘に
まつわるギャラリートーク

��10月号広報

安
曇
野
市
合
併
記
念
展

安
曇
野
ア
ー
ト
リ
レ
ー

　
安
曇
野
の
心
の
原
風
景
と
言
え

る
５
カ
所
を
展
示
会
場
に
選
び
�

県
内
外
か
ら
19
人
の
作
家
の
作
品

76
点
を
展
示
す
る
美
術
展
で
す
�

■
会
期
　
10
月
28
日
︵
土
︶

　
　
　
　
　
　
�
11
月
5
日
︵
日
︶

■
会
場
 
法
蔵
寺
︵
豊
科
︶
／
満
願

　
寺
︵
穂
高
︶
／
平
福
寺
︵
三
郷
︶
／

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

　
︵
堀
金
︶
／
龍
門
寺
︵
明
科
︶
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

■
日
時
　
10
月
28
日
︵
土
︶



　
　
　
午
後
１
時
�

■
会
場
　
法
蔵
寺
︵
豊
科
︶
　

■
内
容
　

　
①
和
太
鼓
集
団﹁
志
多
ら
﹂の
演
奏

　
②
安
曇
野
の
風
土
を
語
る



　
パ
ネ
ル
デ
�
ス
カ
�
シ
�
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
日
時
　
10
月
29
日︵
日
︶︵
計
２
回
︶



　
　
　
午
前
10
時
�
�
午
後
１
時
�

■
会
場
及
び
内
容

　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館
︵
木
彫
教
室
︶

　
貞
享
義
民
記
念
館
︵
石
彫
教
室
︶

　
長
峰
山
森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
�
天
平
の
森︵
木
工
教
室
︶

■
定
員
�
各
会
場
先
着
20
人

■
材
料
費


１
�
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
　

　
安
曇
野
ア
�
ト
リ
レ
�
実
行
委

　
員
会
︵
Tel
83
・
８
８
８
１
︶

三
郷
公
民
館

初
心
者
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
初
め
て
ラ
ケ
�
ト
を
持
つ
人
や

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
�
て
み
た
い

け
ど
�
き
�
か
け
が
な
い
と
い
う

人
�
大
歓
迎
で
す
�
大
勢
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
�

■
日
時

　
10
月
26
日
︵
木
︶



11
月
2
日

・

9
日

・

16
日
・

　
23
日
︵
木
︶



午
後
7
時
�
9
時

※
都
合
の
良
い
日
・
時
間
だ
け
の

　
参
加
も
可

■
会
場



三
郷
文
化
公
園
体
育
館
ア
リ
�
ナ

■
持
ち
物

　
ラ
ケ
�
ト
　
運
動
靴
︵
上
履
き
︶

■
そ
の
他
　

　
小
学
生
以
下
は
�
保
護
者
同
伴

　
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
�



申
し
込
み
は
不
要
で
す
�
運
動

　
の
で
き
る
服
装
で
当
日
直
接
会

　
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
�

■
主
管
　
三
郷
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

■
問
い
合
わ
せ
　

　
三
郷
公
民
館
︵
Tel
77
・
２
１
０
９
︶

三
郷
公
民
館

安
曇
野
め
ぐ
り 

明
科
編

　
同
じ
安
曇
野
市
で
も
他
地
域
の

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
�
三
郷
地
域
に
お
住
ま
い

の
人
を
対
象
に
�
明
科
地
域
の
名

所
・
史
跡
な
ど
を
め
ぐ
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
�

■
日
時
　
11
月
8
日
︵
水
︶



午
前
９
時
�
午
後
４
時
30
分
ご
ろ

　
※
雨
天
決
行

■
集
合
 
三
郷
公
民
館

■
対
象
 
三
郷
地
域
在
住
の
人

■
講
師
　
浅
野


雅
樹
さ
ん

■
協
力
　
明
科
公
民
館

■
定
員
　
20
人︵
参
加
希
望
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
︶

■
参
加
費
　

　
１
人


１
�
０
０
０
円
程
度

■
持
ち
物
　

　
水
筒
・
筆
記
用
具
・
雨
具
な
ど

■
申
し
込
み

　
10
月
30
日
︵
月
︶
ま
で
に
三
郷
公

　
民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　

　
三
郷
公
民
館
︵
Tel
77
・
２
１
０
９
︶

おはなしの会

し

だ

 豊科公民館

 

 

 

 

 

 安曇野豊科近代美術館
 

 

 

 

 豊科武道館

 南安曇教育文化会館

 穂高会館
 

 安曇野　橋節郎記念美術館

 穂高陶芸会館

 穂高郷土資料館

 三郷公民館
 

 堀金総合体育館

 

 堀金総合支所駐車場（スタート・ゴール）

 明科公民館

豊科
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穂高
 

 

 

 

三郷
 

 

堀金

 

 

 

明科

期間中、常設展示以外は
無料ですが、２８日のみ全館
無料開放といたします。

16:30～

10:30～

（幼児対象）

11:20～

（５歳以上対象。
　大人も楽しめます）

10:00～

（幼児・小学生対象）

11:00～

（幼児対象）

15:30～

（小学生対象）

16:00～

（保育園児対象）

11:00～

（幼児対象）

11:00～

（幼児対象）

15:30～

（小学生対象）

 17日（金）
 

25日（土）

 

11日（土）

8日（水）

22日（水）

 

1日（水）

  ・15日（水）

8日（水）

  ・22日（水）

11月のおはなしは？
 10/31（火）～3（金）

 11/1（水）～3（金）

 11/3（金）

 11/3（金）・4（土）

 11/3（金）

 11/5（日）

 11/12（日）

 10/28（土）

 10/28（土）

 10/28（土）～11/5（日）

 10/28（土）

 10/28（土）

 10/28（土）

 11/2（木）～　11/5（日）

 10/28（土）～11/5（日）

 10/28（土）～11/5（日）

 11/3（金）～5（日）

 11/4（土）・5（日）

 10/20（金）～29（日）

 11/19（日）

 11/1（水）～　11/5（日）

 11/2（木）～　11/5（日）

 11/2（木）～　11/5（日）
 

 10/26（木）～11/3（金）

 11/3（金）

 11/3（金）～5（日）

 11/3（金）

 11/4（土）

 11/5（日）

 10/28（土）・10/29（日）

 11/3（金）

期間中観覧料無料

地域 イベント 会場 日時

安曇野市教育委員会

��������

�������� ����

�����

イベントに行こう
芸術の秋！スポーツの秋！

 午前9時～午後5時

 午前9時～午後5時

 午前8時30分～午後3時30分

 午前9時～午後7時

 午前10時～午後3時

 午前9時～午後3時30分

 午後1時～午後5時

 午前10時～午前10時45分

 午前10時～午後3時30分

 午前9時～午後5時

 午前10時～午後3時

 午前9時～午後5時

 午前11時～午後2時

 午前9時～午後5時

 午前9時～午後5時

 午前9時～午後5時

 午前9時～午後5時

 午前9時～午後5時

 午前9時～午後5時

茶会　午前8時30分～午後5時30分

コンサート　午後1時30分～2時30分

 午前9時～午後5時

 午前9時～午後4時

 午前9時～午後5時

 

 26日　午後1時～5時

 27日～11月2日 午前9時～午後5時

 3日　　午前9時～午後3時

 午前9時～午後3時

 3・4日　午前9時～午後8時　

 5日　　 午前9時～午後4時

 3日　午前9時～午後4時

 4日　午後1時30分～3時30分

 5日　午前9時45分～11時45分

 28日　午前9時～午後5時30分

 29日　午前9時～午後4時

 午前10時～午後3時30分

豊科

 

穂高
 

三郷

堀金

 

 

明科

 72-2158

 84-0111

 

 77-2109

 

72-5796
 

 

 62-1122

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

あ
ら
し
の
よ
る
に

木
村
　
裕
一
作

あ
べ
　
弘
士
絵

小池  洋子�さん（堀金烏川）

こ いけ よう こ

　タイトル通りの「あらしのよる」に話は始

まります。お互いの正体を知らないまま友達

になってしまったオオカミのガブとヤギのメ

イの本来ならば絶対にあり得ない「２匹の友情」

が描かれています。

　映画や小説やアニメになったので、目にし

た人も多いかと思います。中でもぜひ、原作

のシリーズをお薦めします。「信じること」の

大切さ、素晴らしさ、難しさ･･･そのほかいろ

いろな感情がわき上がり、心に響きます。

文化祭、生涯学習フェスティバルなどが催されます。
�他地域の催しにもぜひお出掛けくさい。



三郷保健センター（TEL77・9111）   　　  穂高保健センター（TEL81・0711）  　　 豊科保健センター（TEL72・9970）

健
　
康
Ｈｅａｌｔｈ明科保健センター（TEL81・2941）　　    堀金保健センター（TEL73・5770）

��広報 10月号

福祉マーククイズ

�� 広報 10月号

福
　
祉

Welfare

何のマークでしょう？

答えは23ページ下

﹁
高
齢
者
﹂の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
の
前
に
予
防
を
！

２年連続でかかり、

予防接種を受けることに。

福嶋 律惠子�さん（三郷明盛）

ふく しま り え こ

 10年以上前、インフルエンザの予防接

種を受けましたが、体質に合わなかった

ため、それ以降は接種しませんでした。

� おととし、昨年と続けてインフルエン

ザにかかり、39℃以上の熱と目まいで大

変な目に遭いました。昨年は医師と相談し、

予防接種を受けました。副作用はなく、

それ以降、インフルエンザにかかってい

ません。今年もしっかり受けようと思い

ます。

病
 院
 ・
 医
 院

歯
科
医

古川医院

82-4385[穂高]

前角整形外科医院

82-1478［穂高］

中村内科医院

72-2460[豊科]

天野歯科医院

73-4182［豊科］

飯田医院

83-5061[穂高]

須澤クリニック

82-2993［穂高］

赤津整形外科クリニック

76-3133[三郷]

飯島歯科医院

82-0306［穂高］

宮沢医院

62-2052[明科]

楢本内科医院

73-0616［豊科］

たかはしクリニック

77-7880［三郷］

赤羽歯科医院

77-2114［三郷］

百瀬医院

82-2205[穂高]

高橋医院

82-2561［穂高］

鶴見医院

72-4500[豊科]

中島歯科医院

73-5701［豊科］

やざき診療所

62-2360[明科]

中田医院

82-2339［穂高］

白木医院

77-2134[三郷]

よこさわ歯科医院

82-2121［穂高］

清沢医院

82-7600[穂高]

ふじもり医院

72-2011［豊科］

池田医院

77-2055[三郷]

石田歯科医院

62-2688［明科］

※休日当番医は変更される場合があります。当日は休日医療情報案内でご確認ください。（ �� 0120-890-423）

3○祝 5○日 19○日12○日 23○祝 26○日

マ
ス
ク
を
す
る
�
帰
宅
時
に
は
�
う
が
い
と

手
洗
い
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
�
う
�高
齢

者
は
�歯
磨
き
や
義
歯
の
手
入
れ
な
ど
口
の

中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
も
大
切
で
す
�

　
発
熱
な
ど
が
あ
�
た
ら
�﹁
た
だ
の
風
邪
﹂

だ
と
決
め
付
け
ず
�ま
ず
受
診
で
す
�

　
最
近
は
�イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

直
接
作
用
し
�増
殖
を
抑
え
る
薬
が
あ
り
ま

す
�特
に
初
期
の
段
階
で
の
服
用
が
効
果
的

な
の
で
�早
め
に
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
�ま
た
�脱
水
に
気
を
付
け
�こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
す
る
�体
を
冷
や
さ
な
い
程
度
の

室
温
と
適
度
な
湿
度
を
保
つ
�と
き
ど
き
窓

を
開
け
�
換
気
を
す
る
�
消
化
の
良
い
も
の

を
食
べ
る
な
ど
の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
�

○
対
象
者

　
10
月
末
に
個
人
通
知
を
郵
送
し
ま
す
�

・
65
歳
以
上
の
人

・
60
�
64
歳
で
�
心
臓
�
腎
臓
も
し
く
は

　
呼
吸
器
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
�
身
の

　
周
り
の
生
活
を
極
度
に
制
限
さ
れ
る
人

・
60
�
64
歳
で
�
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

　
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
�

　
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
人

○
接
種
時
期
・
回
数



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前︵
11
月



　
�
12
月
︶に
１
回
受
け
ま
す
�

○
接
種
料
金



個
人
負
担
　
１
�０
０
０
円

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
�
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

　
高
齢
者
の
直
接
死
因
１
位
は
肺
炎
で
す
�

肺
炎
は
�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
き
�
か
け

と
な
り
�
発
病
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
�

　
ま
た
�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
原
因
で
衰

弱
し
�
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
人
も

い
ま
す
�
特
に
高
齢
者
や
呼
吸
器
や
心
臓

な
ど
に
慢
性
の
病
気
を
持
つ
人
は
�
重
症

化
す
る
こ
と
が
多
く
�
最
悪
の
場
合
は
死

に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︵
図
１
︶�

　﹁
風
邪
﹂
と
﹁
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
﹂
は
症

状
に
違
い
が
あ
り
ま
す
︵
図
２
︶�
一
般
的

な
風
邪
の
症
状
は
�
の
ど
の
痛
み
�
鼻
水
�

く
し
�
み
や
せ
き
な
ど
が
中
心
で
全
身
症

状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
�
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
場
合
は
�
高
熱
�
頭
痛
�
関
節
痛
�

筋
肉
痛
な
ど
全
身
症
状
が
強
く
�
併
せ
て

風
邪
と
同
じ
よ
う
に
�
の
ど
の
痛
み
�
鼻

水
な
ど
の
症
状
も
あ
り
ま
す
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
11
月
か
ら
４
月
に

流
行
し
ま
す
が
�
い
�
た
ん
流
行
す
る
と
�

短
期
間
に
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
数

の
人
に
感
染
し
ま
す
�



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
﹁
た
だ
の
風
邪
﹂

と
思
わ
ず
�
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
�

対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
�

　
予
防
の
基
本
は
�
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
�
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
�
合
併
症
を
予
防
し
�
健
康
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
�
た
だ
し
�
新
型
肺
炎
︵
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
︶や

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
�

　
ま
た
�
生
活
上
で
は
主
に
次
の
３
つ
の

こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
�

　
ま
ず
１
つ
目
は
�﹁
適
度
な
湿
度
を
保
つ
﹂

こ
と
で
す
�
空
気
が
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
�

室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
�
て
50
�
60

％
く
ら
い
の
湿
度
を
保
ち
ま
し
�
う
�

　
２
つ
目
は
�﹁
体
力
・
抵
抗
力
を
付
け
る
﹂

こ
と
で
す
�
十
分
な
休
養
�
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
�



３
つ
目
は
�﹁
ウ
イ
ル
ス
菌
を
吸
い
込
ま

な
い
﹂
こ
と
で
す
�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

飛
沫
︵
ひ
ま
つ
︶
感
染
で
す
�
外
出
時
に
は

風
邪
と
は
違
う

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

高
齢
者
の

予
防
す
る
に
は

（図1）インフルエンザによる死亡者数 （図2）風邪とインフルエンザの違い
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（平成） 資料：厚生労働省「人口動態統計」

12 13 14 15 16 17（5月現在）

64歳以下
65歳以上

風  邪 インフルエンザ

徐々に

比較的低い

軽　　い

最初からある

あっても軽い

2〜3（〜5）日

急激に

38度以上の高熱

重　　い

1〜2日たってから

強く痛む

1〜2（〜3）日

発　　症

熱

頭　　痛

せき、鼻水

関節痛、筋肉痛

潜伏期間
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第
２
回
安
曇
野
市
心
の
健
康
を
考

え
る
つ
ど
い
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
�

皆
さ
ん
の
心
の
健
康
状
態
は
ど
う
で

す
か
�
一
緒
に
心
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
�
う
�



大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
�
︵
参
加
無
料
︶

■
日
時
　
11
月
19
日
︵
日
︶



　
　
　
午
後
１
時
30
分
�
３
時

■
場
所
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
�

■
内
容
　


﹃
�
心
の
病
気
に
つ
い
て
考
え
る



　
　
　
心
の
病
気
に
な
�
た
ら
�
﹄

■
講
師
　
宮
坂
義
男
さ
ん



　
　
　
　
　
　
︵
松
南
病
院
院
長
︶

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ

　
ン
タ
�
内
健
康
福
祉
部
健
康
推
進

　
課
︵
TEL
81
・
０
７
２
６
︶

　
公
共
下
水
道
︵
明
科
処
理
区
︶
﹁
明

科
浄
化
セ
ン
タ
�
﹂
の
施
設
見
学
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
�



同
施
設
は
平
成
18
年
３
月
31
日
に

認
可
計
画
の
工
事
が
す
べ
て
完
了
し

ま
し
た
�

■
日
時
　
11
月
３
日
︵
金
・
祝
︶



　
　
　
午
前
10
時
�
午
後
１
時

■
場
所
　
明
科
浄
化
セ
ン
タ
�



　
　
　
　
　
　
︵
明
科
高
校
北
側
︶

■
問
い
合
わ
せ
　
明
科
総
合
支
所
建

　
設
上
下
水
道
課
下
水
道
係



　
　
　
　
　
　︵
TEL
62
・
３
０
０
１
︶

心
の
健
康
を
考
え
る
つ
ど
い
講
演
会

明
科
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

　
豊
科
保
健
セ
ン
タ
�
で
は
�
﹁
ス
ト

レ
ス
チ
�
�
ク
と
心
の
ケ
ア
﹂
と
題

し
て
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
�



適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
�
生
活
に
は

り
を
も
た
ら
し
ま
す
が
�
ス
ト
レ
ス

が
強
く
な
る
と
健
康
を
害
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
�
ス
ト
レ
ス
と
の
上
手

な
付
き
合
い
方
�
そ
の
解
消
法
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
11
月
13
日
︵
月
︶



　
　
午
後
１
時
30
分
�
３
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
保
健
セ
ン
タ
�

■
申
込
方
法
　
11

月
７
日
︵
火
︶
ま

　
で
に
豊
科
保
健
セ
ン
タ
�
へ
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
　

保
健
セ
ン
タ
�
︵
TEL
72
・
９
９
７
０
︶

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

﹁
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
心
の
ケ
ア
﹂

�

健
康
講
座

お

知

ら

せ

募

集

第11回 ほりがね特産祭り
～安曇野の秋の味覚を楽しみませんか～

　旬の味ほりがね物産センターを中心に第11回ほりがね特産祭りを開催します。

農産物、堀金特産のきび餅、友好親善提携都市の神奈川県真鶴町からの出店など多

彩な催しがいっぱいです。多くの皆さんの来場をお待ちしています。

■日時　10月29日（日）　午前９時〜午後３時

■場所　ほりがね物産センター前駐車場

■内容　

・物産販売など


 物産センター農産物・きび餅・農産物加工品の直売


 海鮮大鍋・ポン菓子・綿菓子などの配布

・ステージイベント


 紅白餅投げ・unit
MY（ユニットマイ）コンサート


 上立田チンドンクラブ・ＹＯＳＡＫＯＩ「チームHORIGANE」・「ひまわりキッズ」

・体験イベント


 きび餅つき大会・太巻き寿司作り・新そば打ち体験


（新そば打ち体験は事前予約、体験料500円が必要です。


 なお、定員20人になり次第、受け付けを終了します）

■問い合わせ　ほりがね特産祭り実行委員会事務局堀金総合支所産業観光課（TEL72・3106）

10/29
（日）

　
平
成
18
年
８
月
の
開
発
審
査
分

︵
承
認
日
　
平
成
18
年
９
月
14
日
︶

■

（株）

ア
ル
テ
ク
ノ
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
４
５
３
�
１
他
１
筆
の
内

・
開
発
面
積
　
２
�３
６
２．
０
０
�
の

　
内
１
�３
９
７．
７
４
�

・
目
的
　
従
業
員
駐
車
場
の
立
地




■
小
林
興
業

（株）

の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
７
５
３
４
�
１
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
４
�２
１
９．
５
７
�

・
目
的
　
工
場
の
増
築

■
宮
島
浪
子
･
木
村
か
す
美
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
８
０
５
２
�
３
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
９
４
７．
９
５
�

・
目
的
　
一
般
住
宅
２
棟
の
立
地

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
�

m2

m2

m2

m2

﹁
い
い
歯
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト

　
安
曇
野
市
歯
科
医
師
会
で
は
�
﹁
い

い
歯
の
日
﹂
に
合
わ
せ
て
�
次
の
と

お
り
歯
科
検
診
を
行
い
ま
す
�
こ
の

機
会
に
自
分
の
歯
の
チ
�
�
ク
を
し

ま
せ
ん
か
�

�無
料
歯
科
検
診

■
日
時
　
11
月
11
日
︵
土
︶



　
　
　
午
後
２
時
�
４
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
保
健
セ
ン
タ
�



　
　
　︵
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
�
ル
隣
︶

■
内
容
︵
す
べ
て
無
料
︶



歯
科
検
診
・
フ
�
化
物
塗
布



入
れ
歯
へ
の
名
前
入
れ
︵
要
予
約
︶

■
問
い
合
わ
せ
　
丸
山
歯
科
医
院



　
　
　
　
　
　︵
TEL
72
・
２
２
０
２
︶

�無
料
訪
問
歯
科
検
診

■
対
象
　
在
宅
療
養
中
で
�
自
力
で





　
の
通
院
が
で
き
な
い
人
�
　
　
　

■
申
込
方
法
　
今
回
は
�
申
し
込
み

　
順
と
な
り
ま
す
�
検
診
結
果
に
よ

　
り
治
療
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
が
必
要

　
な
場
合
は
後
日
対
応
し
ま
す
�



事
前
の
ア
ン
ケ
�
ト
�
訪
問
時
間

　
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 



高
橋
喜
博
歯
科
医
院



　
　
　
　
︵
TEL
・
FAX
73
・
３
７
７
１
︶

  ◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
お
知
ら
せ
版
︵
10
月
５
日
発
行
︶

■

11

ペ
�
ジ
︵
２
段
目
︶
﹁
日
展
を

　
観
る
会
参
加
者
募
集
﹂
の
記
事
の

　
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
�

・
本
文

14

行
目
﹁
■
対
象
　
市
内
在

　
住
の
小
中
学
生
﹂
を
削
除



お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
�

・

・

そば打ち体験

（単位：円）

工事名 工事箇所 請負者 請負代金

入札契約結果（平成18年8月分）

道路維持工事（上下水道舗装本復旧）

道路維持工事（上下水道舗装本復旧）

豊科地域公共下水道（国補・市単）管路布設工事

（国補・単独）特環公共下水道　富田26工区工事

（単独）公共下水道事業　道北地区枝線（その3）工事

豊科地域公共下水道（国補・市単）管路布設工事

豊科地域公共下水道（国補）管路布設工事

豊科地域公共下水道（国補・市単）管路布設工事

豊科地域公共下水道（国補・市単）管路布設工事

豊科地域汚水処理施設整備（交付金・市単）管路布設工事

市道西穂高461号線側溝擁壁修繕工事

（国補・市単）公共下水道　塚原2-4工区工事

豊科　吉野梶海渡第１工区

穂高有明

堀金烏川

豊科高家　下中曽根幹線第4工区

豊科高家　真々部西幹線第1工区

豊科高家　真々部田中第1工区

豊科高家　真々部中央枝線第1工区

豊科高家　熊倉西幹線第3工区

穂高柏原（長野集会所南）

穂高柏原

穂高北穂高

堀金烏川

穂高有明

穂高牧

穂高

穂高北穂高

㈲ニッコウ

㈲小倉建設

㈱武井建設

㈱イトウ

㈲安曇企画

㈱振興建設

㈱佐原建設

山共建設㈱

㈲小倉建設

㈱山本組

㈲長田創建

㈱赤羽組

横山建設㈱

㈱ミズホエンジア

大成測量設計㈱

8,715,000

8,557,500

26,565,000

36,750,000

2,782,500

21,315,000

22,680,000

23,940,000

13,020,000

36,750,000

5,344,500

38,535,000

24,675,000

2,835,000

6,195,000

6,300,000

8,610,000

7,770,000

汚水処理施設交付金事業（国補・市単）公共下水北穂高幹線
第9工区工事

（国補・単独）公共下水道事業管渠実施設計（穂高第2-2処理分
区白金）業務委託

汚水処理施設整備交付金事業・市単事業合併下水道管渠実施
設計（北穂高地区その6）業務委託

豊科（豊科工区・その1）市道豊科1級15
号線外2路線

豊科（本村）豊科工区その2市道豊科中
部242号線外1路線

㈱日研コンサル
穂高営業所

㈱東洋コンサルタ
ント長野支店

新菱冷熱工業㈱
松本営業所

ほりでーゆ～四季の郷改修工事（宿泊棟源泉槽昇温用熱交換
機増設）

（国補・単独）特環公共下水道管渠実施設計（小岩岳地区その2）
業務委託

（国補・単独）特環公共下水道管渠実施設計（牧地区その1）
業務委託
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本
庁

︻
総
務
部
︼

▼
人
事
課
︵
総
務
部
税
務
課
︶
高
橋
秀

行
▼
人
事
課
付
︵
会
計
課
︶
黒
岩
あ
ず

さ
▼
税
務
課
︵
総
務
部
人
事
課
︶
長
崎

孝
仁
▼
税
務
課
︵
豊
科
総
合
支
所
上
下

水
道
課
︶
高
木
恵
理
子
▼
税
務
課
︵
市

民
環
境
部
市
民
課
︶
小
口
美
和
▼
税
務

課
︵
穂
高
総
合
支
所
産
業
観
光
課
︶
松

島
弘
泰
▼
税
務
課
︵
企
画
財
政
部
財
政

課
︶
宮
下
佳
子
▼
収
税
対
策
室
︵
明
科

総
合
支
所
市
民
環
境
課
︶
大
月
敦
史

︻
市
民
環
境
部
︼

▼
市
民
課
︵
豊
科
総
合
支
所
地
域
支
援

課
︶
横
川
卓
史

︻
健
康
福
祉
部
︼

▼
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
長
︵
豊
科

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
高
齢
者
介
護
係

長
︶
海
野
元
秀
▼
高
齢
者
介
護
課
︵
総

務
部
税
務
課
︶
布
山
幸
子
▼
児
童
保
育

課
付
︵
明
科
北
保
育
園
︶
藤
原
由
香
里

▼
児
童
保
育
課
付
︵
ア
ル
プ
ス
保
育
園
︶

西
村
由
夏
▼
児
童
保
育
課
付
︵
南
穂
高

保
育
園
︶
赤
羽
千
夏
▼
児
童
保
育
課
付

︵
三
郷
北
部
保
育
園
︶
峯
村
史
水
▼
児

童
保
育
課
付
︵
三
郷
東
部
保
育
園
︶
小

島
真
由
美
▼
児
童
保
育
課
付
︵
有
明
保

育
園
︶
牛
越
洋
実
▼
健
康
推
進
課
付
︵
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
︶
橋
詰
志
保

豊
科
総
合
支
所

▼
健
康
福
祉
課
高
齢
者
介
護
係
長
︵
堀

金
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
高
齢
者
介
護

係
長
︶
川
崎
千
春
▼
地
域
支
援
課
︵
教

育
委
員
会
穂
高
教
育
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健
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境
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学
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健
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校
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穂
高
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育
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▼
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高
教
育
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郷
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浅
川
と
み
子

堀
金
教
育
課
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金
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民
館
内
︶

▼
堀
金
教
育
課
︵
学
校
教
育
課
︶
降
籏

義
孝

議
会
事
務
局
�


▼
議
会
事
務
局
︵
三
郷
総
合
支
所
市
民

環
境
課
︶
白
木
愛
子

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
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︵
三
郷
総

合
支
所
地
域
支
援
課
︶
務
台
久
仁
明

退
職
者
︵
平
成
18
年
９
月
30
日
付
︶

▼
野
村
博
子
︵
た
つ
み
保
育
園
︶
▼
堀

田
泰
男
︵
総
務
部
収
税
対
策
室
︶

職
員
人
事
異
動

 
︵
平
成
18
年
10
月
１
日
付
︶

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
所

　　
女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
�
親
子
�
扶
養
の
問
題
�

離
婚
�
セ
ク
ハ
ラ
�
夫
の
妻
に
対
す

る
暴
力
な
ど
人
権
に
関
す
る
問
題
で

お
悩
み
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

相
談
は
無
料
で
�
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
�

■
日
時
　
11
月
11
日
︵
土
︶

　
　
　
　
午
前
10
時
�
午
後
３
時

■
場
所
　
豊
科
公
民
館

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
地
方
法
務
局
　

松
本
支
局
︵
TEL
32
・
２
５
７
１
︶

無
料
法
律
相
談
会

　　
市
で
は
�
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
�
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
�

■
日
時
　
11
月
８
日
︵
水
︶



　
　
午
後
１
時
30
分
�
４
時
30
分

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
相
談
室

■
相
談
人
数
　
８
人

■
相
談
時
間
　
１
人
20
分

■
申
込
方
法
　
11
月
１
日
︵
水
︶
の

　
午
前
９
時
�
正
午
ま
で
に
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
�
受
付
時

　
間
内
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
�

　
な
お
�
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
�

相

談

農業経営をする皆さんへ

農業所得の申告方法が収支計算方式に変わります
 平成18年度分の農業所得の申告から農作物を栽培しているすべての皆さんが、

収支計算で農業所得の申告をすることになります。

申告方法は？

　農業所得を申告する人は、「収支計算方式」による申告となります。昨年までの小規模な農家の人を対象

にした「経費目安割合方式」での申告がなくなり、収支計算で申告することになります。


 収支計算とは、領収証やレシートなどを用いて実費により、収入と支出を計算して申告する方法です。

このため、領収証等の書類がない場合は申告が困難となりますので、ご自身でしっかり保管してください。

（法律で書類の保存が義務付けられています。）

　下記のとおり、松本税務署により農業収支計算説明会が開催されます。すべての会場への参加ができま

すので、ふるって参加してください。


 また、市による「農業所得申告説明会」を年内に開催する予定です。詳しいことについては、後日広報

などでお知らせします。


 申告書などの作成は、原則自書となっておりますので、説明会等へ参加し、ご自身で申告できるように

してください。分からないことがありましたら、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ　豊科総合支所内税務課市民税担当（TEL72・3111）または各総合所内税務係

　農業所得の申告については、平成18年分から、すべての人が収支計算をすることになります。


 税務署では、収入金額および必要経費に基づいて正しい所得計算をしていただくために、農業収支計算説明会

を開催しますので、ぜひ、この機会をご利用くださいますようご案内申し上げます。


 なお、収支計算をするためには、農業所得に関する伝票および領収証などを保存することが必要です。

農業収支計算説明会が開催されます

税務署から農家の皆さまへのご案内

Check
穂高豊里区青龍太鼓 

　穂高豊里区（河村佳次区長）は、平成18年度（財）自治総合センター

のコミュニティー助成事業を活用し、長胴太鼓４台・桶胴太鼓・鉄筒な

どを購入しました。


 豊里穂高神社祭りが行われた９月18日には、今回購入した太鼓の披露

と演奏が行われ、お祭りを盛り上げました。


 豊里区青龍太鼓代表の野本喜亮さんは「これまで祭りでの演奏をはじめ、

福祉施設への慰問活動もしてきました。今後は、会員を増やし、新しい

曲作りにも取り組みたい」と抱負を話してくれました。

コミュニティー助成事業

■問い合わせ　松本税務署　個人課税第１部門記帳指導担当（TEL39・3276）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務

　
部
総
務
課
庶
務
係
︵
TEL
71
・
２
０

　
０
０
︶

農 業 収 支 計 算 説 明 会 日 程

開   催   日  時 会　　場

11月 6 日（月）
 
11月16日（木）
 
11月20日（月）
 

10:00～11:30
14:00～15:30
10:00～11:30
14:00～15:30
10:00～11:30
14:00～15:30

長野県松本合同庁舎
5階502会議室

スイス村サンモリッツ大ホール
（豊科南穂高3800-1）

長野県松本合同庁舎
5階502会議室



※  印は行政相談を同時開催

　心配ごと相談･･･上記へ

　行政相談･･･総務部総務課(Tel71-2000)

★

★豊科中央児童館
TEL.72-0122

■休館日／日曜・祝日

 　絵本・紙しばい　 ６・13・20・27日（月） 11:00～11:30

 　リズム遊び   　17日（金） 11:00～11:30

…乳幼児対象の催し物です。

 子育てに関する相談については、右頁をご覧ください。

     ０～１歳児 　　 ２～３歳児

 スタンプあそび 　 ２日(木)　※０～３歳児合同

 いろいろなあそび 　 10日(金)  ９日(木)

 楽器・歌あそび 　 17日(金)  16日(木)

 人形劇鑑賞     24日(金)　※０～３歳児合同

いっしょにあそぼう

 　上鳥羽地区 　11日（土）　／　 真々部地区 　18日（土）

 　徳治郎地区 　25日（土）　

移動児童館　　10:30～15:00

　 子どもサークルＢ スポーツ・手芸     11日（土） 14：00～15:00

　 お年寄りの知恵袋 どんぐり製作 　  11日（土） 10:00～11：30

　 子育て雑談会(山下勝工先生)　　14・28日（火） 11:00～12：00

　 よちよちらんど 新聞紙あそび・豚汁作り　17日（金） 10:30～12：00

ひまわりっ子クラブ

★高家児童館 TEL.72-5685
■休館日／日曜・祝日

　　焼き芋会   　　１日（水）　10:00～11:00

　　歯磨き教室② ※個別指導は 　　22日（水）　10:00～12:00

★穂高西部児童館 TEL.82-2527
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館
TEL.62-2482

■休館日／日曜・祝日

10:00～12:00

★南穂高児童館「にこにこランド」 TEL.71-5150
■休館日／日曜・祝日

　 ママキッズビクス    　２日（木） 10:30～11:30

　 食の伝統子ども教室 おやき作り   　４日（土） 10:00～11：30

　 焼き芋会     　８日（水） 10:30～

　 よちよちらんど リズムあそび 　　10日（金） 10:30～11：30

　 ぱくぱくらんど    　14日（火） 10:30～11:30

　 赤ちゃん教室 救急法講習 　　22日（水） 10：30～11：30

　 とんとんらんど リース作り 　　30日（木） 10:30～11:15

児童館の予定

★穂高中央児童館
TEL.82-2940

■休館日／日曜・祝日

   心をこめて磨こう！   　　11日（土) 10:00～12:00

   焼き芋会     　17日(金) 10:00～11：00

   クリスマス工作会    　25日(土) 10:00～12:00

   読み聞かせ   毎週水曜日 11:00～11:20

16ページ
福祉マーククイズ

：答え：
盲人のための
国際シンボルマーク

視覚障害を示す世界共通のシンボルマーク

で、視覚障害者に配慮した建築物や機器

（信号機など）のほか、国際点字郵便物・書

籍などに利用されています。

このコーナーに登場していただける、３歳までのお子さんを募集して

います。【問い合わせ】まちづくり推進課広報広聴係　Tel.71-2000

Ｅメール info@city.azumino.nagano.jp

　砂場遊びや最近乗れる

ようになった三輪車での

散歩が大好きです。人に

優しく誰からも愛される

人になってほしいです。

（ママ・美幸さん）
健康に関する

相談・体操

育児相談・サロン　１日(水)・15日(水)
　10:00～12:00
　　南穂高児童館(Tel71-5150)

20日（月）　　９:30～11:00
　　堀金保健センター(Tel73-5770)

８日(水）・22日（水）　　９:30～11:00
　　豊科保健センター(Tel72-9970)

30日（木）　　９:30～11:00
　　穂高保健センター(Tel81-0711)

14日（火）・28日（火）　　９:30～11:00
　　三郷保健センター(Tel77-9111)

13日（月）　　９:30～11:00
　　明科総合福祉センター(Tel81-2941)

７日（火）　　10:00～12:00
　　高家児童館(Tel72-5685)

９日（木）  　13:30～15:30
　　三郷総合支所健康福祉課(Tel77-3111)

30日（木）　  13:30～15:30
　　三郷福祉センター(Tel77-8080)　　

１日(水)・８日(水)・15日(水)・22日(水)・29日(水)

　15:00～17:00  　穂高勤労者福祉センター

13日（月）・ 27日（月）  　13:00～16:00
　堀金老人福祉センター(Tel73-5288)

９日（木）・ 22日（水）  　13:00～16:00
　三郷福祉センター(Tel77-8080)

14日（火）・ 28日（火）  　13:00～16:00
　穂高地域福祉センター(Tel82-2940)

10日(金)・ 24日（金）  　13:00～16:00
　明科総合福祉センター(Tel62-2429)

８日（水）・ 29日（水）  　13:00～16:00　
　豊科ささえあいセンター「にじ」 (Tel72-3013)

９日（木） 　 ９:30～11:30
　　三郷保健センター(Tel77-9111)　

15日（水） 　 ９:30～11:30
　　豊科保健センター(Tel72-9970)　

27日（月） 　 ９:30～11:30
　　穂高保健センター(Tel81-0711)　

８日（水） 　 ９:30～11:30
　　堀金保健センター(Tel73-5770)　

※管理栄養士による相談です。　

平日　　８:30～17:00　
　　健康福祉部児童保育児童係(Tel81-0727)
※事前にお電話の上、お出かけください。

８日（水）・22日（水） 　 ９:30～16:00
　豊科公民館   松本社会保険事務所(Tel32-5821)

14日（火）・28日（火）　

　14:00～16:00 　 豊科公民館(Tel72-2158)
※グループ学習・親の会

上記の教育相談の問い合わせ・予約先

  安曇野市教育相談室（Tel62-3177）

７日(火)・14日(火)・21日(火)・28日(火)

　９:00～15:00    豊科公民館(Tel72-2158)
※幼児期の子育て（個別相談）

※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談）  

４日（土）･11日（土）･18日（土）･25日（土）

　９:00～15:00    豊科公民館(Tel72-2158)
※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談） 

子育て相談(助産師)　17日（金）
　９:30～12:00
　　穂高西部児童館(Tel82-2527)

子育て相談(小川原容子相談員)　10日（金）
　10:30～12:00
　　豊科中央児童館(Tel72-0122)

８日（水）・22日（水）　　13:30～15:30
10日(金)・17日(金)　　９:30～11:30
　三郷保健センター・三郷公民館
　三郷保健センター(Tel77-9111)
※保健師と運動実践指導者による健康体操相談

健康に関する相談は、各保健センターでも随時受け
付けています。

母
乳
・
育
児
相
談

そ
の
他

毎週月･金曜日（祝日を除く）　　10:00～16:00
  堀金公民館(Tel72-5796)

毎週火曜日（祝日を除く）　　９:00～12:00
毎週木曜日（祝日を除く）　　14:00～17:00
  三郷公民館(Tel77-2109)

毎週月･水･木曜日（祝日を除く）　　10:00～16:00
  明科総合支所(Tel62-3177)

※保健師・助産師・管理栄養士が応じます。

※母乳相談は　　　 

南穂高児童館は、育児相談のみです。（相談者は山下勝
工(まさのり)先生)事前に連絡をいただければ、上記
以外の日も相談できます。

★

★

★

★

★

…場所 …問い合わせ …時間

各種相談

栄養相談

子ども
母子家庭
女性の相談

子育てに
関する
相談

結婚相談

年金相談

介護相談

教育相談

心配ごと相談
(行政相談)

　　秋と遊ぼう！　   　15日（水）　　10:30～11:30

★穂高北部児童館 TEL.83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

 　子ども会議      　４日（土） 14:00～14:30

 　なわとびクラブ  　４日（土） 14:30～15:00

 　卓球教室 (講師:西村佐保子先生) 　11日（土） 14:00～15:00

 　パソコンの日 　　　11・25日(土) 10:00～12:00

 　絵心教室 (講師:近藤佐智子先生) 　14日（火） 15:00～16:00

 　チャレンジクラブ     　18日（土） 14:00～16:00

 　本と友だち      　18日（土） 16:00～16:30

 　マレット大会  　25日（土） 14:00～15:00

物語
12日（日） 　 13:00～16:00
    堀金老人福祉センター(Tel73-5288)

19日（日）　  13:00～16:00
    豊科ささえあいセンター「にじ」 (Tel72-3013)

26日（日）　  13:00～16:00
    明科総合福祉センター(Tel62-2429)

10日（金) 　明科総合支所 会議室
11日(土)　 豊科公民館 会議室
↑11日は「女性のための人権相談」です。

　10:00～15:00 　法務局松本支局（Tel32-2571)

人権相談所
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編
集
後
記

◆
秋
の
空
が
安
定
し
な
い
の
は
仕
方
な

い
で
す
が
、小
学
校
の
運
動
会
シ
ー
ズ
ン

に
は
子
ど
も
、保
護
者
、先
生
と
振
り
回

さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
三
郷
小
で
は
前

日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
、砂
を
積
ん
だ

ダ
ン
プ
が
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
見
る

と
運
転
し
て
い
た
の
は
校
長
先
生
で
し
た
。

◆
ア
ル
プ
ス
学
園
の
取
材
で
、何
十
年
か

ぶ
り
に
中
学
の
同
年
生
に
会
い
ま
し
た
。

別
の
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、名
前
を
フ
ル
ネ

ー
ム
で
覚
え
て
く
れ
て
い
て
感
激
し
ま
し

た
。
が
っ
ち
り
と
握
っ
た
手
は
温
か
く
、お

互
い
元
気
で
良
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。

◆
「
掃
除
や
給
食
の
時
間
を
無
言
で
」
と

学
校
で
指
導
す
る
の
は
長
野
県
特
有
の

こ
と
、と
い
う
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
目
標
に
は
必
ず
「
無
言
清
掃
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
世
代
と
し
て
は
、正

直
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
と
は
い
え
、こ
の
独
特

さ
が
自
慢
で
も
あ
る
ん
で
す
が
…
。

◆
安
曇
野
市
が
誕
生
し
て
１
年
。
各
地
域

の
こ
と
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
取
材
に

出
掛
け
、多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
、何
と
か
毎
月
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
充
実
し
た
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の

十
三

今月の色

キスゲ色
Kisuge-Iro

2006. 10. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,196人（+49）

48,049人（+30）

51,147人（+19）

35,550世帯（+45）

黄色いテントの花咲いた

　
田
淵
行
男
記
念
館
内
に
は
い
つ
も
、田

淵
と
山
行
を
共
に
し
た
一
人
用
の
テ
ン
ト

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。田
淵
自
身
が
設

計
し
、登
山
用
品
作
り
の
名
手
、片
桐
盛

之
助
が
製
作
し
た
こ
の
テ
ン
ト
は
、田
淵

初
の
エッ
セ
イ
集
の
タ
イ
ト
ル（『
黄
色
い
テ

ン
ト
』昭
和
60
年
発
行
）に
も
な
っ
て
お
り
、

来
館
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。山

中
で
も
異
彩
を
放
ち
、人
目
を
引
い
た

と
い
う
こ
の
テ
ン
ト
の
色
は「
山
好
き
な

人
に
は
、さ
ら
に
ニッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
色
と
言

い
直
し
た
ほ
う
が
一
段
と
通
り
が
よ
い
か

も
し
れ
な
い
」と
、田
淵
自
ら
が
語
っ
て
い

ま
す
。

―  遠い日の山旅の基地  ―

印刷経費1部　21円

MＴＳＫ

次回発行・・・ お知らせ版 11月2日（木）

ニッコウキスゲはユリ科の

多年草。7月ごろ、扇状に

出た葉のしんから花茎を

立てて、橙黄色の花を咲

かせる。


